







































































































































第 1回：2016年 6月 15日（水）参与観察，設定保育（歌，パネルシアター，紙皿シア
ター，障害物競走）
第 2回：2016年 7月 13日（水）参与観察，設定保育（歌，紙皿シアター，紙芝居，パ
ネルシアタ―，劇（食育），ロンドン橋，じゃんけん列車）
第 3回：2016年 11月 16日（水）参与観察，設定保育（パネルシアタ―，劇（もも太郎），
ハンカチゲーム，まねっこ遊び，絵本，歌）。










































図 1は各項目の切片の合計を 6月 15日と 7月 13日で比較した結果である。「子どもに
ついて」の記述は 6月 15日の 1回目の幼稚園訪問では各項目と比較して一番合計数が 67
切片（一人平均 5.58）と多かった。しかし 2回目の 7月 13日の幼稚園訪問では 43切片（一
人平均 3.58）と減少していた。一方「学生の関わり」の記述は 1回目の 6月 15日の幼稚





大差がない結果となった。「学生の自己理解」の項目については 1回目の 6月 15日の記
述では 14切片（一人平均 1.17）見られたが 2回目の 7月 13日の幼稚園訪問では 3切片（一
人平均 0.25）とほとんど見られない結果となった。6月 15日の 1回目の幼稚園訪問時「学
生の自己理解」の項目が 14切片（一人平均 1.17）見られた。しかしこの項目は 7月 13
日の2回目の幼稚園訪問の記述においては3切片（一人平均0.25）のみしか見られなかった。






























「子どもについて」「学生の関わりについて」は 6月 15日，7月 13日ともに多くの記
述が見られた項目のためそれらの内容について分類をした。





図 3は 7月 13日の「子どもについて」の切片を内容が近いものについてまとめた結
果である。子どもの実態の「できること」「できないこと」の記述が多かったものの 6
月 13日と比較すると 3分の 1まで減少していた。また「発達の差」についての記述も







































図 5は 7月 1日「学生の関わりについて」の切片を内容の近いものについてまとめた結
果である。「できない」「できた」の二つの項目に分けられた。ピアノができなかった，絵カー
図 4　6 月 15 日「学生の関わりについて」





















































































問終了後の 30分程度の時間でその日の振り返りをする。6月 15日の 1回目の幼稚園
訪問では学生は初めての幼稚園訪問で緊張もあり，疲れ果てているところがあり教員の
指導，助言などを聞く態勢が整っていないと思われる。一方で 7月 15日の 2回目の幼
稚園訪問終了後の振り返りでは教員の指導，助言などを聞く態勢が整っていると思われ
る。緊張や，疲れた感が減少したので自分を振り返る余裕が生まれていると考えられる
が，その振り返りが自分は「できない」という反省となってしまった。柿沼ら（2013）
は，学生の気付きを待つばかりでなく，話し合いや解説などによって気付かせていくこ
とも必要であるとしている。しかしその振り返りの内容や，タイミングが学生の学びに
影響を与えてしまい自分が「できた」「できない」の記録となってしまった。教員の指導，
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幼稚園での現場実習を通じた学生の保育を捉える視点の深まりⅠ
助言が学生の振り返り，学びを狭めていると考えられる。
ここで，教員による振り返りのタイミングが課題となる。幼稚園訪問の直後に教員か
らの振り返りをしてしまうと学生の気づき，学びに影響を及ぼす。しかし，1週間経過
してしまうと幼稚園訪問の記憶や感じたことなどが薄れてしまう。また，教員からの指
導，助言は講義形式が良いのか，学生の話し合い，グループディスカッションや形式が
良いのか，振り返りの形式も今後検討する必要がある。湯澤（2014）の研究では，小グ
ループを作り，観察の都度エピソード記述とカンファレンスを行なうと学びが深まる様
子を報告している。学生の効果的な学びには，教員が共に保育現場に身を置き，そこで
の記録について，その都度，振り返りの活動や解説を行うことが有効であると考えられ
るため，振り返りのタイミング及び振り返りの形式が今後の課題である。
学生の課題について
観察，参与のみの幼稚園訪問ではなく設定保育の時間をいただけ実践をしたことによ
り，学生の課題が明確になっていることが明らかとなった。事前学習，事前準備，設定
保育の実践，振り返り，評価この一連の流れは保育の計画，実践，評価の PDCAサイ
クルと同じである。幼稚園訪問により自らの課題を見つけ本実習に向かうことでさらに
学びが深まると考えられる。
しかし，幼稚園の預かり保育の時間に幼稚園訪問に伺うため，保育者の関わり，役割な
ど保育者を観察する場が少なくなってしまう。実習の際には観察を通して保育者の関わり，
役割を学びそれを模倣し実践することを通し，自分の保育の知識，技術としていくがこの
授業における幼稚園訪問では，保育者の関わり，役割などの保育者についての学びはかな
り減少してしまう。預かり保育と日中の教育時間の活動の違いがある。また預かり保育は
担任とは違い預かり保育を担当する保育者となるため子どもも日中教育とは違った保育者
との関わりであると思われる。また，保育環境，幼稚園の概要など環境に触れた記述，学
びは見られなかった。保育において環境を整え，準備することは重要なことである。しか
し，学生は目を向けることができなかった。要因の一つは保育内容「環境」は 4年生のカ
リキュラムであるため幼稚園訪問の事前準備で触れているが，多くはないため学生の学び
にはつながっていなかった。保育の物理的な環境については，実習日誌形式の記録の中に
環境図を描く欄を設けるだけではなく，沢登ら（2012）の実践のように，観察ポイント
を具体的に示す必要があるといえる。実際に幼稚園訪問し環境に触れることもあるため環
境についての学び，観察の視点，観察の枠組も今後の課題である。
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本研究ではデータが少ないが幼稚園訪問において学生がどのような点について学んで
いるのか明確になった。しかし，振り返り，さらなる学びのための課題も明確になった。
幼稚園訪問に向けての授業の在り方として事前学習，観察の視点の枠組み，記録の書き
方，振り返りを検討するなどして，4年次への実習につなげ学生の今後につなぐより良
い学びとする必要がある。たとえ短期であっても，授業として観察実習を行うことが重
要であると（櫻井，2007）は報告している。幼稚園訪問が有意義な学びとなるような授
業内容の充実が一層求められる。
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